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１．研究計画の概要 
 当研究の目的は、資本主義経済下の大量生
産システムにおいて、文学・芸術の創造と受
容もまた、生産と需要（消費）のサイクルに
取り込まれるほかない状況のなかで、いわば
歴史的時間の外に投げ出され、自らのよって
たつ起源を失わざるをえなくなった 20 世紀
の作家や芸術家たちが、意識的にせよ無意識
的にせよ、主題化することになる母型の概念
をキーワードとして、20 世紀ドイツ語圏の演
劇と音楽が取り組んできた諸問題を明るみ
にする点にある。そのために、下部構造（社
会的・経済的諸条件）と上部構造（文学・芸
術などの創作活動）とのあいだのこれまで指
摘されることのなかった具体的な関連をあ
わせて解明したいと考えている。 
 たとえば音楽の場合、産業革命以降の資本
主義の発展とともに調的和声音楽は成熟し
ていったが、芸術音楽の生産（作曲・演奏）
および消費（聴取）は、そうした資本主義社
会のメカニズムと相関関係にあると考えら
れる。以上の観点からつぎのことを明らかに
する。 
（１）産業革命以降の資本主義の発展なしに、
和声音楽の爛熟はあり得なかったこと、また
ポスト産業資本主義の台頭と作曲家シェー
ンベルクの“12 音システム”に端を発する和
声音楽システムの崩壊とは相互にリンクし
ていること。 
（２）20 世紀初頭以降の調的和声の崩壊とそ
れによってもたらされたオペラの“死”を価
値形態および恋愛形態との関係から捉える
ことにより、20 世紀の音楽劇に見られる／聴
かれる“症候”が、価値形態および恋愛形態
の母型（マトリクス）によって必然的にもた

らされたものであること。 
 
２．研究の進捗状況 
（１）世紀転換期のウィーンにおいて、マー
ラー（音楽）＝グスタフ・クリムト（絵画）
＝オットー・ヴァーグナー（建築）の三つ組
みにかろうじてまだ残滓として認められる装
飾性は、つぎの世代のシェーンベルク（音楽
）＝エゴン・シーレ（絵画）＝アドルフ・ロ
ース（建築）の三つ組みでは、完全に放棄さ
れる。18世紀以来の調的和声音楽を支えてき
た協和音と不協和音の差異のシステムは、あ
くまでそのシステムの内部においてのみ意味
を持つにすぎない。そのシステムの外部にお
いて、あるいはシステム自体が解体してしま
えば、両者の差異はなくなり、協和音や不協
和音もまたその意味や価値を失うほかない。
そうした認識に基づき、シェーンベルクがも
っぱら音と他の音との差異にのみ基づいたシ
ステムを再構築することによって、新たな音
楽のマトリックス＝母体を提示してゆくこと
になる経緯を解明した。 
（２）調的和声のシステムとマルクスの価値
形態の相同性を具体的に解明した。調的和声
における不協和音は、シェーンベルクにとっ
ていわば資本主義社会における恐慌のような
ものとしてある。したがって、シェーンベル
クが調的和声システムにおけるエラーを修正
すべく、あらたな12音によるシステムを構築
することになる経緯を解明した。 
（３）モンテヴェルディ、グルック、ハイド
ンたちによるオルフェオ神話を題材にしたオ
ペラ、およびモーツァルトのダ・ポンテ三部
作（ダ・ポンテ台本による三つのオペラ『フ
ィガロの結婚』、『ドン・ジョヴァンニ』、
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『コシ・ファン・トゥッテ』）における恋愛
形態の推移を、マルクスが価値形態論におい
て提示した交換形態の“進化”の過程と比較
することによって、恋愛もまた交換形態のひ
とつとして“資本主義化”されざるを得なく
なる経緯を解明した。 
 
３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展している。 
 資本主義とオペラの関係、あるいは資本主
義と調的和声・12 音技法の関係を解明する過
程で、マルクスの価値形態を数式化し、その
値がラカンの対象 a の値と同じであることを
発見した。そのため、仮説の論証を精緻に行
うことができるようになったばかりでなく、
この発見によって資本主義が芸術的な営為
と所産の母型（マトリクス）であることを明
示的に示すことが可能になった。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 調性の崩壊（“無調”、12 音技法）と恋愛形
態の破綻（ヒステリー）とは密接に関係して
いるという仮説のもと、調的和声の発展から
その崩壊への、そして／あるいは恋愛劇場と
してのオペラの誕生からその“死”へと至る
過程を縦軸とし、リヒャルト・シュトラウス、
アルノルト・シェーンベルク、アルバン・ベ
ルク、アントン・ヴェーベルンらによる調的
和声の解体、フロイトとラカンの精神分析、
ホフマンスタールによる悲劇の“読み直し”
を横軸として、20 世紀前半におけるオペラの
“死”とヒステリーとの相関性を明らかにす
る。そのために、以下の事例研究を計画して
いる。 
（１）恋愛という名の対象 a：ベルク『ルル』
の場合 
（２）ヒステリーと無調：リヒャルト・シュ
トラウス『エレクトラ』の場合 
（３）恋愛形態における嘆願と恩寵：グルッ
ク『オルフェオとエウリディーチェ』の場合 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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